
太田市観光物産協会会則 

 

 

第 1章 総  則 

 

（名 称） 

第１条 本会は、太田市観光物産協会と称する。 

（事務局） 

第２条 本会の事務局は、太田市産業環境部商業観光課内に置く。 

（目 的） 

第３条 本会は、太田市内における観光振興及び物産振興を図り、もって市民の生活、文

化及び経済の向上発展に寄与することを目的とする。 

（事 業） 

第４条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

 （１）観光宣伝の充実、向上 

（２）観光客誘致の促進 

（３）観光資源の保護、保存、開発及び利用の促進 

（４）観光関係諸施設の整備、改善 

（５）観光に関する調査、研究並びに情報の収集及び提供 

（６）観光に関する印刷物の発行及び研究会等の開催 

（７）観光土産品及び特産品の紹介宣伝及び育成指導 

（８）観光関連産業との協調 

（９）官公庁及び観光関係団体の連絡協調 

（10）その他本会の目的を達成するのに必要な事業 

 

 

第２章 会   員 

 

（種 別） 

第５条 本会の会員は、次のとおりとする。 

（１）普通会員 本会の目的に賛同し、入会について会長の承認を得た者 

（２）協賛会員 本会の目的に賛同し、協賛する者 

（入 会） 

第６条 本会の会員の入会については、次のとおりとする。 

（１）普通会員 普通会員入会申込書により事務局に申し込み、会長の承認を得なけれ

ばならない。 

（２）協賛会員 協賛会員入会申込書により事務局に申し込まなければならない。 

（負担金・会費・協賛金） 

第７条 普通会員は、年額５，０００円を会費として納入しなければならない。 



２ 協賛会員は、一口年額１，０００円以上を一口以上協賛金として納入しなければなら

ない。 

３ 会員が、本会会員資格を失ったときは、既納の負担金、会費、協賛金は返還しないも

のとする。 

（退 会） 

第８条 本会を退会しようとする会員は、会長に退会届を提出しなければならない。 

２ 会員は、次の各号のいずれかに該当するときは、本会会員資格を失う。ただし、第４

号、又は、第５号に該当するときは、総会の議決を得るものとする。 

 （１）届出 

 （２）死亡 

 （３）解散 

 （４）２年以上会費を滞納したとき、又は、会員としての義務を怠ったとき。 

 （５）本会の名誉を毀損、又は、本会の会則に違反する行為があったとき。 

 

 

第３章 役 員 等 

 

（役員の種類・選任） 

第９条 本会に次の役員を置く。 

 （１）会 長  １名 

 （２）副会長  ４名 

 （３）監 事  ２名 

 （４）理 事 ２５名 

２ 前項に規定する役員は、会員の中から総会において選任する。 

（役員の任期） 

第 10 条 役員の任期は、就任後２年目の総会の日までとし、再任を妨げない。 

２ 役職によって選任された役員がその職務を離れたときは、後任者がその役員に就任す

るものとする。 

３ 役員は、任期満了後でも、後任者が就任するまでは、なおその職務を行うものとする。 

４ 補欠によって就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（役員の職務） 

第 11 条 会長は、会務を総理し、本会を代表し総会及び役員会の議長となる。 

２ 副会長は、会長を補佐して会務を統括し、会長に事故があるときは、その職務を代理

し、また会長が欠員のときはその職務を行う。 

３ 監事は、業務執行及び会計状況を監査する。 

４ 理事は、会則及び総会の議決に基づき本会の職務を行う。 

（名誉会長及び顧問） 

第 12 条 本会に、名誉会長、顧問を置くことができる。 

２ 名誉会長は、本会及び本市の観光振興及び物産振興の発展に寄与したもののうちから



総会の同意を得て会長が委嘱する。の顧問は、総会の同意を得て会長が委嘱する。 

３ 顧問は、会長が委嘱し、任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

４ 顧問は、本会の事業遂行上重要な事項について、会長の諮問に応ずる。 

（事務局） 

第 13 条 本会の事務を処理するため、次の事務局職員を置く。 

 （１）事務局長   １名 

 （２）事務局次長  １名 

 （３）事務局員   若干名 

 

 

第４章 会   議 

 

（会 議） 

第 14 条 本会の会議は、総会及び役員会とする。 

（招 集） 

第 15 条 総会及び役員会は、会長が招集し議長となる。 

（総 会） 

第 16 条 総会は、定期総会及び臨時総会とする。 

２ 定期総会は、毎年１回会計年度終了後２ケ月以内にこれを開催する。 

３ 臨時総会は、必要に応じ開催する。 

（総会の付議事項） 

第 17 条 総会において議決する必要のある事項は、次の通りとする。 

 （１）事業計画及び収支予算 

 （２）事業報告及び収支決算 

 （３）会則の変更 

 （４）本会の解散 

 （５）役員の選任及び解任 

 （６）その他会長が必要と認める本会の運営に関する事項 

（役員会） 

第 18 条 役員会は、必要に応じ随時開催する。 

（役員会の審議事項） 

第 19 条 役員会は、この会則に定めるもののほか次の事項を審議する。 

 （１）会務の執行に関する事項 

 （２）総会に付議する事項 

 （３）その他本会の運営に関する事項 

（議 決） 

第 20 条 本会の会議の議決については、次のとおりとする。 

２ 総会の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところ

による。 



３ 役員会の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するとこ

ろによる。 

 

 

第５章 部   会 

 

（部会の設置） 

第 21 条 本会に物産部会を置く。 

２ 物産部会は、会則第４条に規定する事業のうち、物産品・特産品にかかわる事業を所

掌する。 

３ 物産部会は、本会会員のうち、市内の物産生産販売を業とする者で、実店舗を有する

個人団体を部会員として組織する。 

４ 物産部会の部会員になろうとする者は、部会長並びに部会員の合意を得なければなら

ない。 

第 22 条 物産部会に部会長を置く。 

２ 部会長は、理事の職にある者の中から互選によりこれを定める。 

３ 部会長は、物産部会を代表し、その業務を総理する。 

（出店の決定） 

第 23 条 本会の主催事業、また本会から他の主催イベントに出店する際は、物産部会で決

定する。 

（出 店） 

第 24 条 出店は、部会員から商品を集めて販売を行う「共同出店」と各店舗で出店する「個

店出店」とする。 

（共同出店） 

第 25 条 共同出店は、物産部会が販売計画を行い、会員から商品を集め販売する。 

２ 売上手数料は、販売員として参加した会員が売上金の１０％を本会に納入し、出品の

みの会員は、売上金の１５％を本会に納入する。 

３ 売上手数料は、出店状況に応じて協議し、変更する場合もある。 

４ 会員が４時間以上販売に参加した際には、１名につき１，０００円を支給する。 

（個店出店） 

第 26 条 個店出店は、会員各店舗で責任を持って出店準備をし、出店を行うものとする。 

２ 売上手数料は、売上金の１０％を本会に納入する。 

３ 売上手数料は、出店状況に応じて協議し、変更する場合もある。 

 

 

第６章 会   計 

 

（事業年度） 

第 27 条 本会の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年の３月３１日に終わる。 



（経 費） 

第 28 条 本会の経費は、会費、負担金、協賛金、事業収入及びその他の収入をもってこれ

にあてる。 

（事業報告及び決算） 

第 29 条 本会の事業報告及び決算は、毎事業年度終了後、会長が事業報告書及び収支決算

書を作成し、定期総会開催の日の１０日前までに監事に提出してその監査を受けなけれ

ばならない。 

２ 監事が前項に掲げる書類を受理したときは、遅滞なく、これを監査し、監査報告書を

付して総会に提出しなければならない。 

 

 

第７章 雑   則 

 

（雑 則） 

第 30 条 この会則に定めるもののほか、本会の事業の運営上必要な事項は、理事会の議決

を経て、会長が別に定める。 

 

附則 

 １ この会則は、本会の設立総会があった日（平成１９年１０月１６日）から施行する。 

 ２ 本会設立当初の役員は、第９条の規定にかかわらず、設立総会の定めるところによ

るものとする。 

 ３ 本会の設立初年度の事業計画及び収支予算は第 18 条の規定にかかわらず、設立総会

の定めるところによる。 

 

 

附則 

この会則は、平成１９年１０月１６日から施行する。 

この会則は、平成３１年４月１日から適用する。 

（第１条名称の変更、第５条部会の追加及び太田市物産振興協会事業継承に伴う諸整備） 


